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利用目的別メトリクス一覧表（検索機能付き）とは 
利用目的別メトリクス一覧表は、SECで検討された主なメトリクスを目的カテ

ゴリや利用者、工程などの管理項目によって分類したものです。 

   

 

 

 
 この表に検索機能を追加しました。 

 

  この表により利用者はSECのメトリクスに関して利用目的にあったメトリクスを簡単
に見つけだすことができます。 

   フェーズや利用シーン、目的などの検索の他に測定要素、基本/導出測定量のよう  
なボトムアップの検索も可能です。    

  本一覧表に自社のメトリクスを追加することもできます。  

注） 目的別メトリクス一覧表は、SECが2010年度実施した“「定量的管理基盤メトリクス分類表有効
性調査」報告書の”メトリクス分類表“をベースにしています。 

 

１．はじめに 

メトリクス名称 目的カテゴリ 利用者 工程 利用方法 ・・・・ 参照 

レビュー指摘密度 品質 管理・開発部門 設計フェーズ 参照書籍1 ・・・ 参照書籍1 

レビュー指摘件数 品質 利用者２ YYフェーズ 参照書籍2 ・・・ 参照書籍2 

 ・・・  ・・・ ・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・・ ・・・・ 

メトリクスN 目的N 利用者N ZZフェーズ 参照書籍N3 ・・・・・・ 参照書籍N3 
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SEC成果を熟知したコン
サルタントならば、、 

きちんと定量管理したい
ユーザ 

データ白書  定量的品質予測のススメ  見える化 

【課題】：ＳＥＣ活動成果物の中でメトリクスやその活用例、ノウハウ
等がありますが、それらを横並びに見たり、直面している課題（目
的）に適したメトリクスを探し出すことは容易ではありません。 

SEC活動の成果物の中でメト
リクスやその活用事例、どん

なものがあるのか？？ 

どなたが、どんな時に、どのような目的
のために使いますか？ 
・・・ 
それならばこのSECBOOKSのこのメト
リクスを使った定量管理をされてはい
かがですか？ 

SECのメトリクスに関するノウハウ群 

２．利用目的別メトリクス一覧の仕組み 
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①様々な質問に対応できる分
類項目ができた。 

②データ白書、定量的品質予測、見
える化などの情報を整理ができた。 
ユーザ用約90,ベンダ用約210行の利用シー
ン（利用シーンごと１行の形なので同じメ
トリクスが複数回現れることがあります） 

メトリクス管理の基盤になる。 

【将来】 

 現在はSECの成果物だけなので、他団体
にもコンテンツ提供のご協力をお願いして
日本のメトリクス知見の基盤としたい。 

メトリクス一覧表の管理項目をどうすれば欲しい情報にたどり着けるか 

利用目的別メトリクス一覧表 

【検討結果】： 
どのように分類すれば、欲しい情報にたどり着けるかをSECの成果物を整理しながら検
討し、下記①、②を実施、“利用目的別メトリクス一覧表”として実現しました。 
  ①様々な質問に対応できる分類項目の作成 
  ②SECのメトリクス関係書籍の主なメトリクスを整理 

２．利用目的別メトリクス一覧の仕組み 
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2.1 分類項目 

   メトリクス一覧表の構造は｢プロセス，ステークホルダ，利用シーン，メト
リクス，測定方法，利用方法,参照情報等」からなります。 

  “利用シーン”に注目し、目的と評価質問の記述ルールを定め、目的の種
別を追加することにより、利用シーンの粒度を一定にし、検索性を容易に
する工夫を行いました。    

 

 

 

 

 

 

 

利用目的別メトリクス一覧表の利用シーンは、GQMパラダイムの考え方を取り入れています。 
“何を解決したいのか”、“何を知りたいのか”などの目的を設定し、その目的を遂行するため
の尺度を定義して初めて、計測を行うという、GQMのトップダウンのアプローチを一覧表という
形式で整理しています。 

GQMモデルを階層構造で示した一般的な例 

利用シーン 

メトリクス 

２．利用目的別メトリクス一覧の仕組み 
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項目（大分類） 説明 

ソフトウｪアライフサイクルプロセス 共通フレーム2007のアクティビティ 

ステークホルダ 

発注者／受注者 

メトリクスを利用する者 

発注者：経営層、業務部門、品質保証部門、情報システム部門 

受注者：経営層、管理部門、開発部門 

利用シーン 

（Goal) 

（Qｕｅｓｔｉｏｎ) 

利用目的とメトリクスを利用することで得られる評価に関する質問 

利用目的：目的概要、目的詳細（対象物、着眼点、目的（動作）） 

種別：測定、計画、予測、比較 

カテゴリ：メトリクスの分類（規模、工期、工数、コスト、品質、生産性、その他） 

評価質問：対象物、対象属性、比較対象、理想状態、要求状態 

メトリクス 

（Metrics) 

適用方法：適用する上での概要 

導出式：メトリクスの算出式と（基本）測定量の説明 

定義と解釈：メトリクス値が取りうる範囲、判断基準又は解釈の仕方 

基本測定量入手先・測定フェーズ 
基本測定量の主な入手先 

基本測定量の測定フェーズ 

測定方法、利用方法、 

参照情報 

基本測定量の測定方法、メトリクスの利用方法と備考（利用上の留意点など）、メトリクスの出典となっている
SEC BOOKS → 参照先 

よく使われているメトリクス 

定量的品質予測のススメから１３メトリクス、データ白書のスタンドアロン型分析ツールから１１パターン、見え
る化総集編（上流、下流の重要項目）から抜粋 

基本測定量としては、発注者、受注者とも10数種類 

 利用目的別メトリクス一覧表の主な項目は以下のとおりです。 

ソフトウェアライフサイクルプロセス毎に記載されています。利用シーンは    
GQMのGoalとQuestionの部分にあたります。参照情報としてメトリクスの出典
となっているSEC BOOKの参照情報が記載されています。 

 

 

 

 

２．利用目的別メトリクス一覧の仕組み 
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(a)対象 (b)着眼点 (ｃ)目的
(動作）

(a)対象物 (b)対象属性 （c)比較対象 (d)理想状態 (e)要求状態

供給者との契
約の準備、交
渉を行いたい

供給者から提示
された規模の見
積値の要件に対
する妥当性を評
価し、発注者と
供給者で合意す
る

供給者から提
示された見積
規模

要件に対する
妥当性

発注者と供給
者で合意する

計画 規模 供給者から提
示された見積
規模はあらか
じめ見込んだ
見積規模とど
れくらい差が
あるか。

見積規模 供給者から提
示された規模
の見積値

あらかじめ見
込んでいる数
値

同値 差が小さい

←評価質問の構成要素目的(概要) 目的の詳細化
(a，ｂ，c)

←目的の構成要素 種別 カテゴリ 評価質問
(ａ，ｂ，ｃ，ｄ，

ｅ)

利用シーン

   

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

目的の構成要素 

(a)対象 (b)着眼点 (c)目的(動作) 

「＿＿＿＿」の 「＿＿＿＿」を 

「＿＿＿＿」について 

「＿＿＿＿」する 

 

(a)対象物 (b)対象属性 (c)比較対象 (d)理想状態 (e)要求状態

「＿＿＿」の 「＿＿＿」が 「＿＿＿」に比
べて

「＿＿＿」（よう）
に

「＿＿＿」か？

評価質問の構成要素

① ② ③ ④ 

 2.2 分類項目の工夫点 

GQMの考え方を適用する際に、粒度の均一化や網羅性の向上の為にテ
ンプレートを用意いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

具体的には、下記を実施しています。 

• 目的詳細化、評価質問に関しては、構成要素に分解して記載方法を統一 

• 種別（測定、計画、予測、比較）カテゴリ（規模、工数、工期etc.）などカテゴライズを実施 

 

 

 

 

 

２．利用目的別メトリクス一覧の仕組み 
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３．検索機能の使い方 (1/3)      

① 「発注者」「受注者」各シートの左上
部にある「条件設定抽出」ボタンを
押下します。検索ダイアログが表示
されます。検索対象は現在開いている
シート（「発注者」「受注者」のいずれか）
です。 

 

② 検索条件を入力します。 

 各項目間はAnd条件、各項目内の選
択肢はOr条件で結合されます。 

 条件指定されない項目については、
すべての選択肢が選択された場合と
同様の条件となります。 

*選択肢は「発注者」「受注者」の各シートごとにデータ
を読み込んでおり、「ステークホルダ」「基本測定量」の
選択肢は発注者用と受注者用で異なります。 

検索ダイアログ（発注者用） 

発注者シート 
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３．検索機能の使い方 (2/3)      

③ 「検索」ボタンを押下します。 

クリック 

④ 「検索結果」シートが作成され、入力した検索条件と、条件に該当
するメトリクスが表示されます。 

検索結果シート 

入力した検索条件 

検索条件に該当するメトリクス 
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３．検索機能の使い方 (3/3)      

⑤ 「検索結果」シートの「メトリクスの名称」列のリンクをクリックすると、
該当するシート（「発注者」または「受注者」）の該当行へジャンプし
ます。 

   該当行は背景色が水色に変わります。 

検索結果シート 

発注者シート 
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４．利用シナリオ  

利用目的別メトリクス一覧表の利用例を説明します。 

 

① 「よく使われているメトリクス」からの検索 

② 要件定義フェーズでの利用 

③ テストフェーズでの利用 
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まずは、目的やフェーズを特に限定せず、 

   どんなメトリクスがよく使われているのかを 

全般的に知りたい。 

その中で、自社のプロジェクトで使えそうなものを 

詳しく見ていこう。 

1)「よく使われているメトリクスに限定して検索」にチェックを入れて検索 

４．利用シナリオ ①「よく使われているメトリクス」からの検索 
よく使われているメトリクスを見る  基本測定量に絞る  フェーズを絞る  導出測定量を見る  
  メトリクスの詳細を調べる 

発注者 
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 たくさん出てきた！ 

これらのメトリクスはどんな測定量が 

基本になっているんだろう。 

何を測ればいいのか 

「基本測定量」にさらに限定して見てみよう。 

「よく使われているメトリクスに限定して検索」
条件での検索結果 

2)「よく使われているメトリクスに限定して検索」と「基本測定量」に
チェックを入れて検索   

「基本測定量」に絞る 

４．利用シナリオ ①「よく使われているメトリクス」からの検索 
よく使われているメトリクスを見る  基本測定量に絞る  フェーズを絞る  導出測定量を見る  
  メトリクスの詳細を調べる 
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   基本測定量が同じでも、 

測定フェーズが異なるものがある。 

今度は、自社でデータが測定しやすそうな 

テストフェーズに限定して見てみよう。 

「よく使われているメトリクスに限定して検索」
かつ「基本測定量」条件での検索結果 

3)「よく使われているメトリクスに限定して検索」と「基本測定量」にチェックを入
れ、「基本測定量測定フェーズ」で「テスト」を選択して検索 

「テスト」フェーズに絞る 

４．利用シナリオ ①「よく使われているメトリクス」からの検索 
よく使われているメトリクスを見る  基本測定量に絞る  フェーズを絞る  導出測定量を見る  
  メトリクスの詳細を調べる 
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   テストフェーズでの測定量としては、 

「欠陥数」や「テスト項目数」が 

自社で測定しやすそうだ。 

この測定量を含む導出測定量を 

見てみよう。 

「よく使われているメトリクスに限定して検索」、
「基本測定量」、基本測定量測定フェーズが
「テスト」条件での検索結果 

4)「よく使われているメトリクスに限定して検索」と「導出測定量」にチェックを入れ、「基本測定量測定
フェーズ」で「テスト」を選択、「基本測定量」で「欠陥数」と「テスト項目数」を選択して検索 

「欠陥数」「テスト項目数」を含む 

   導出測定量を見る 

４．利用シナリオ ①「よく使われているメトリクス」からの検索 
よく使われているメトリクスを見る  基本測定量に絞る  フェーズを絞る  導出測定量を見る  
  メトリクスの詳細を調べる 
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   「欠陥数」と「実績規模」を測定して 

「欠陥密度」を導き出せるんだな。 

このメトリクスは自社で使えそうだ。 

 参照されている書籍から詳細を見てみよう。 

「よく使われているメトリクスに限定して検索」、「導出測
定量」、基本測定量測定フェーズが「テスト」、基本測定
量が「欠陥数」または「テスト項目数」条件での検索結
果 

5)「SEC BOOKSのリファレンス情報」列に表示されている書籍（この例では「定量
的品質予測のススメ」）を参考にする。 

４．利用シナリオ ①「よく使われているメトリクス」からの検索 
よく使われているメトリクスを見る  基本測定量に絞る  フェーズを絞る  導出測定量を見る  
  メトリクスの詳細を調べる 

検索結果の「メトリクスの名称」を 

クリックして、元の表にジャンプ 
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ステークホルダ：発注者 
課題：『要件定義のフェーズで確認しておくべきメトリク 
     スにはどんなものがあるだろう？』 
    『過去の類似事例を比較に使えないだろうか？』 
 
  

要件定義 

発注者 

比較 

過去の類似事例 今回のプロジェクト 

４．利用シナリオ ②要件定義フェーズでの利用 
課題の特定  課題の項目化  課題に対応するメトリクスの検索  メトリクスの詳細確認 
  測定・評価の実装  
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種別： 

  

発注者 

比較 

要件定義フェーズ
で確認しておくべ
きことは何？ 

フェーズ： 

類似事例との比較
を行いたい。 

要件定義 

４．利用シナリオ ②要件定義フェーズでの利用 
課題の特定  課題の項目化  課題に対応するメトリクスの検索  メトリクスの詳細確認 
  測定・評価の実装  
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よく使われているメトリクスに限定 

種別：比較 

基本測定量測定フェーズ：要件定義 

検索結果例： 

 U-097「工数ー工期」(「定量データ白書2009」 6.3章) 

 測定方法：工数：開発5工程で要したベンダの総工数 

   工期：開発5工程の工期(月数)、端数は1ヶ月30日で按分 

 適用方法：工数に対して工期が信頼幅のどこにあるか判定し、予定通   

     りに完了するか評価する。 

４．利用シナリオ ②要件定義フェーズでの利用 
課題の特定  課題の項目化  課題に対応するメトリクスの検索  メトリクスの詳細確認 
  測定・評価の実装  

   



SEC 
Software Engineering 
for Mo･No･Zu･Ku･Ri 

Software Engineering Center 21 Copyright© 2012  Information-technology Promotion Agency, Japan. All rights reserved. 

 

0

5

10

15

20

25

30

35

0 50,000 100,000 150,000 200,000 250,000 300,000

実績工数(開発5工程) [人時]

実
績

月
数

(開
発

5
工

程
) 

[月
]

y(50%) y(-50%)

y(95%) y(-95%)

Copyright IPA SEC

N=493

４．利用シナリオ ②要件定義フェーズでの利用 
課題の特定  課題の項目化  課題に対応するメトリクスの検索  メトリクスの詳細確認(1/2) 
  測定・評価の実装  

   

①見積り：「工数と工期」のデータの見方 
 データの関係性 

 新規開発（開発5工程） 

  工期（月数）は工数の 

  ３乗根に概ね比例。 

 

例）  工期 ＝ A × （工数）* * 0.31 （Aは係数） 

 信頼幅95％の下限値より下にはプロジェクトがほとんどない。 

  ⇒ 工数に対する工期の実現可能性を考える目安 

           出典：SEC BOOKS「ソフトウェア開発データ白書」 

                         注）より詳しい活用方法は「データ白書の見方と定量データ活用ポイント」 

                             http://sec.ipa.go.jp/reports/20110331_2.html を参照の事 

 このメトリクスの出典となっているデータ白書を見て 

参考にする！ 
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N=493

 工数と工期のデータの使い方 

例）新規開発、開発５工程 

 ・工数が約60,000人時 

  （約375人月）の場合、 

  工期（月数）の中央値は 

    12～13ヶ月 

 ・信頼幅95％の下限値の 

  工期（月数）を見てみると 

    約５ヶ月 

 留意点 

工期短縮には限界がある。  

12ヶ月から工期短縮を目指しても、5ヶ月以下にするのは難しい。 

また、50%の下限値は約9ヶ月であり、目標の目安の一つ。 
                 出典：SEC BOOKS「ソフトウェア開発データ白書」 

                 注）より詳しい活用方法は「データ白書の見方と定量データ活用ポイント」 

                             http://sec.ipa.go.jp/reports/20110331_2.html を参照の事 

    

 

４．利用シナリオ ②要件定義フェーズでの利用 
課題の特定  課題の項目化  課題に対応するメトリクスの検索  メトリクスの詳細確認(2/2) 
  測定・評価の実装  
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この手法を社内の 
プロセスに取り入れて、 
工数・工期の妥当性を 
判断するようにしよう！ 

過去の類似事例
のデータを収集 

今回のプロジェクト 
データと比較 

（ベンチマーキング） 

判断 
見積り修正 

実施 実績評価 

４．利用シナリオ ②要件定義フェーズでの利用 
課題の特定  課題の項目化  課題に対応するメトリクスの検索  メトリクスの詳細確認 
  測定・評価の実装  
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ステークホルダ：受注者 

課題：『発注者に対して、テストを十分に行ったことを説
明して品質目標値について合意を得、カットオーバーOKの
判断を行うために、どんな指標を使えるだろうか？』 

発注者 受注者 

○/× 

発注者が納得できる
客観的な判断指標 

（定量メトリクス） 

４．利用シナリオ ③テストフェーズでの利用 
課題の特定  課題の項目化  課題に対応するメトリクスの検索  メトリクスの詳細確認 
  測定・評価の実装  
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カテゴリ： 受注者 

品質 

知りたいのは、シ
ステムの品質を判
断する材料をどう
やって測定するか
ということ。 

種別： 

システムの品質の
良さを定量データ
を使って確認、説
明したい。 

測定 

４．利用シナリオ ③テストフェーズでの利用 
課題の特定  課題の項目化  課題に対応するメトリクスの検索  メトリクスの詳細確認 
  測定・評価の実装  
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検索結果例： 

 v-116「実績テスト項目数(結合テスト、総合テスト(ベンダ側)) 

    / 実績規模」（「定量データ白書2009」6.5、6.7、7.3、7.5、8.4章） 

 測定方法：開発後のFP、結合・総合テスト項目数を測定する。 

 適用方法：テスト密度の他、代表的プロジェクトの作りこみ品質密
度、残存不良から品質確保を評価して、品質改善方針を検討する。 

カテゴリ：品質 

種別：測定 

４．利用シナリオ ③テストフェーズでの利用 
課題の特定  課題の項目化  課題に対応するメトリクスの検索  メトリクスの詳細確認 
  測定・評価の実装  

   



SEC 
Software Engineering 
for Mo･No･Zu･Ku･Ri 

Software Engineering Center 27 Copyright© 2012  Information-technology Promotion Agency, Japan. All rights reserved. 

４．利用シナリオ ③テストフェーズでの利用 
課題の特定  課題の項目化  課題に対応するメトリクスの検索  メトリクスの詳細確認 
  測定・評価の実装  

   

出典：SEC BOOKS「ソフトウェア開発データ白書」 

データ白書には、FP規模とSLOC規模の両方での 

箱ひげ図が示されているな。 
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見積り時に、このメトリクスに 
したがって、基準値を 

合意しておこう 

測定量の基準値をあ
らかじめ発注者との

間で決定 
データ要素を測定 

測定結果と、事前の
契約内容を照らし合
わせ、カットオー
バーの判断を行う 

４．利用シナリオ ③テストフェーズでの利用 
課題の特定  課題の項目化  課題に対応するメトリクスの検索  メトリクスの詳細確認 
  測定・評価の実装  
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 利用目的別メトリクス一覧表は、これからもコンテンツ等充実し
ていく予定ですが、利用上の以下の点にご留意ください。 
利用目的別メトリクス一覧表（検索機能付き）は、ダウンロードして各利用者 
の環境で使用するものです。下記の環境について動作確認をしております。 

 

 

利用目的別メトリクス一覧表にはメトリクスを自由に追加できます。 

所定の書式の記述方法に従って追加していただくと検索機能が維持でき
ます。 

導出測定量の追加の場合は、少し作業が複雑になりますので、詳細は
利用目的別メトリクス一覧表の“「メトリクスの追加等」シート”に説明して
います。 

 

本一覧表の利用について、詳細は、利用許諾書を参考にしてください。  

 

 

 

５．終わりに 
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■プロジェクト診断支援 
 ツール（IPA/SECWebサイト） 
 
      

ＳＥＣが保持する定量関係のコンテンツ 

開発5工程の工数と工期　(新規開発)　N=185
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・データ白書のグラフと自
社のデータをWEB上で重ね
て表示可能 

一般利用者（企業） 
■スタンドアロン型診断支援ツール 
       白書の収集項目枠と 
       代表的な分析グラフを 
       用意したEXCELのtool 

データ登録 

データ出力 

開発5工程の工数と工期　(新規開発)　N=185
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開発5工程の工数と工期　(新規開発)　N=185
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開発5工程の工数と工期　(新規開発)　N=185
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簡易分析 自社蓄積 
データ 

■定量的プロジェクト管理ツール 
      

ソース規
模、WBS,工
数等収集 

ソース管理、
障害管理、
工数管理 自社蓄積 

データ 
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計画値

開発終了

遅れ予測

ベンチ
マーク 

品質管理
ノウハウ 

マネージメント
ノウハウ 

 SECでは様々な定量的な活動に取組んでいます。 
関連セミナーも適宜実施しておりますので、ぜひご活用ください。 
詳しくはIPA／SECのホームページ（http://sec.ipa.go.jp/index.html）をご覧ください。 

 プロジェクト診断 
（外部データとの対比） 

 プロジェクト診断 
（自社デ―タ） 

 プロジェクト管理 
（自社デ―タ） 

 メトリクス情報収集 

■利用目的別メトリクス一覧表 

■SECBOOKS 

 ノウハウ等参考 

５．終わりに 

http://sec.ipa.go.jp/index.html

